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大
き
な
駅
の
地
下
に
は
、

デ

パ
ー
ト
や
ス
ー
バ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
直
結
し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。

雪
が
多

い
青
森
県
で
は
、

駅
地
下
の
施
設
は
こ
宝
さ
れ
る

は
ず
だ
が
、

現
在
の
青
森
県
に

は
駅
地
下
の
ス
ー
パ
ー
は
存
在

し
な
い
。
し
か
し
、

青
森
県
が

高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
て
い

た
１
９
６
０
年
代
、

弘
高
鉄
道

の
平
賀
駅
に
は
地
下
に
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ

っ
た
の

で
あ
る
。

弘
南
鉄
道
は
１
９
２
７

（昭

和
２
）
年
、

弘
前
～
津
略
尾
上

問
に
開
通
し
た
。

国
鉄
を
除
け

ば
、

陸
奥
鉄
道
と
■
和
国
鉄
道

に
次
ぐ
、

県
内
で
３
番
目
の
鉄

道
だ

っ
た
。

払
前
鉄
道
は
敗
戦

後
岡
も
な
い
１
９
４
８

（昭
和

２３
）
年
に
県
内
初
の
電
化
を
実

現
。
２
年
後
に
は
黒
石
ま
で
路

級
を
延
ば
し
た
。

弘
南
鉄
道
の
電
化
に
刺
激
さ

れ
、
１
９
５
１

（昭
和
拓
）
年

に
は
十
和
国
鉄
道
が
電
化
を
実

現
し
、

十
和
口
観
光
電
鉄
と
改

称
し
た
。

翌
年
に
は
弘
前
電
気

鉄
道
（後
の
弘
南
鉄
道
大
鰐
線
）

が
、

当
初
か
ら
電
車
と
し
て
誕

生
し
た
。

青
森
県
内
を
走
る
国
鉄
の
電

化
は
１
９
６
８

（昭
和
４３
）
年

で
あ
る
。

鉄
道
の
電
化
は
、

日

鉄
よ
り
私
鉄

の
方
が
断
殊
早

か

っ
た
の
だ
。

地
充
青
森
県
人

の
気
肌
を
反
映
す
る
事
実
と
し

て
記
憶
さ
れ
た
い
。

特
に
最
初

に
電
化
を
試
み
た
弘
南
鉄
道
の

先
見
性
は
、

歴
史
的
に
も
大
き

な
意
義
が
あ
ろ
う
。

弘
南
鉄
道
の
創
設
者
で
、

初

代
社
長
だ

っ
た
「
池
武
憲
は
、

自
ら
が
所
有
す
る
水
同
地
帝
に

Ｄ

平
賀
駅
を
設
置
。

駅
前
に
商
店

を
建
て
て
貸
し
付
け
た
。
こ
れ

以
後
、

飲
食
店
や
旅
範

病
院

商
店
等
が
建
設
さ
れ
繁
章
街
が

出
来
た
。

平
賀
町
（現
平
川
市
）

の
中
心
街
は
弘
南
鉄
道
が
造
り

出
し
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
つヽ
こ

そ
の
こ
と
を
最
も
よ
く
象
徴

し
て
い
る
の
が
、

開
業
３５
周
年

を
記
念
し
て
新
築
さ
れ
た
平
賀

駅
舎
で
あ
る
。
１
９
６
２

（昭

和
３７
）
年
９
月
７
日
に
で
き
た

限
合
の
前
に
は
、

記
念
碑
が
設

置
さ
れ
た
。

碑
文
に

は

「
交
通
の
発
達
は

文
化
を
進
め
産
業
を

興
す
」
と
あ
り
、

「沿

線

一
帯
の
産
業
文
化

の
振
興
に

一
層
塗
貝

献
を
な
し
来

つ
た
」

弘
市
鉄
道
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て

い
る
。

新
染

の
平
賀
駅
は
、

「陸
奥

新
報
』
が

「
私
鉄

で
は
東
北

一
」
と
掲
載
し
た
よ
う
に
、

当

時
の
県
内
各
恢
に
比
べ
非
常
に

大
き
く
立
派
だ

っ
た
。

そ
し
て
、

こ
の
駅
含
に
は
県
内
で
も
特
掌

す
べ
き
施
設
が
あ

っ
た
ｃ

平
賀

農
協
と
弘
南
鉄
道
が
共
同
で
経

営
す
る
地
下
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
あ
る
。

駅
地
下
ス
ー
パ
ー
は
品
揃
え

が
良
く
、

雨
や
雪
を
避
け
ら
れ

る
の
で
　
当
時
の
二
帰
層
か
ら

圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
い
た
。

床
屋
も
あ

っ
て
、

サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
男
性
た
ち
が
重
宝
し
た
。

駅
の
正
面
出
入
四
か
ら
、

す
ぐ

に
地
下
に
入
れ
た
か
ら
、

通
学

途
中
の
女
学
生
た
ち
が
バ
ン
や

お
英
子
を
よ
く
貞

っ
て
い
た
。

彼
女
た
ち
は

「
駅
の
穴
」
と
呼

ん
で
い
た
と

い
う
。

面
白

い
受

称
だ
。

平
貨
町
民
を
中
心
に
、

駅
地
下
ス
ー
パ
ー
は
多
く

の

人
々
に
重
宝
さ
れ
記
し
ま
れ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、

恢
地
下

ス
ー
パ
ー
は
１
９
８
６

（昭
和

６‐
）
年
に
現
在
の
駅
舎
と
な

っ

て
閉
鎖
さ
れ
た
。

現
在
の
奴
舎
玄
円
口
を
出
て
、

す
ぐ
左
側
の
タ
イ
ル
張
り
の
場

所
に
郵
使
ポ
ス
ト
が
あ
る
。

そ

し
て
、

そ
の
周
辺
の
タ
イ
ル
だ

け
色
が
違
う
。

実
は
、

こ
の
色

こ遅
い
の
タ
イ
ル
の
場
所
が
、

駅

地
下
ス
ー
パ
ー

ヘ
の
出
入
口

だ

っ
た
の
だ
。

単
な
る
痕
跡
で

は
あ
る
が
、

平
賀
町
民
の
生
活

史
を
物
語
る
証
拠
と
し
て
記
憶

さ
れ
た
い
。
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